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一般社団法人 全国軽費老人ホーム協議会 

第１1 回「生活支援基礎研修」の開催について（ご案内） 

 

 

謹啓 社員の皆さまにおかれましては、ご健勝にてご活躍のことと心よりお慶び申し上げます。 

平素より本会事業推進に格別のご理解とご協力を賜り、心より深く感謝申し上げます。 

 

さて、「地域共生社会の実現」が福祉テーマとなり、その施策実現にむけて社会福祉制度改革が

進められている中、軽費老人ホーム及びケアハウスは地域包括ケアシステムにおける位置づけと

して、他の老人福祉施設と比べて多様な生活ニーズを有する人々の入所機能、更に地域に向けて

アウトリーチはじめソーシャルワーク機能を有する福祉機関として、新たな期待を集めています。 

特に軽費老人ホーム・ケアハウスでは様々な生活課題を有する利用者に対するエンパワメント、

並びにストレングス視点で利用者主体とした支援をする機能を創出しており、その機能を地域に

向けて発揮することで地域共社会の実現に資する地域貢献・公益活動ができると考えております。 

 

施設機能の核となるソーシャルワーク支援の中心となる生活相談員、介護職員またそれら職員

に指示を出す、施設機能の舵取りを行う施設長等が自信を持って地域ニーズに応じた方向性を定

めていくためには、軽費・ケアハウスの持つ機能、役割、施設の位置づけ、抱える課題を把握し、

「理念」、「軽費の機能と役割」の共有、老人福祉法創設時から軽費老人ホームの歴史的変遷、近

年の制度改正、社会情勢変化や求められる役割について基礎知識を深める必要があります。 

一般財源化以降、地方自治体の格差問題の理解や地方自治体に働きかけができる専門性を習得

することが不可欠であります。 

より高い社会的認知を得るためには、業界全体が意識改革して同じ目標に向かって進む必要が

あることから、厚労省老健事業報告書や「地域共生社会における生活支援」等軽費関連図書を教

本として、専門性の高い職員の育成と共に施設長が施設の立地する地域社会に対してどのように

対応すべきか理解でき、実践に資することができるよう、研修内容を企画しております。 

令和 4 年度からは全国的に軽費・ケアハウス職員の処遇改善も実現し、施設への期待も高まっ

ていますので、この機会により高い専門性の向上を目指したく存じます。 

つきましては開催の主旨にご賛同いただき、多数の関係者の皆さまのご参加をお願い申し上げ、

生活支援基礎研修のご案内とさせていただきます。 

 

謹白 

 



 
令和５年度 全国軽費老人ホーム協議会 

第１1 回「生活支援基礎研修」日程とプログラム 

 

１．日  時： 令和６年３月１９日（火） １３：００ ～ １７：４５ 

 

２．場  所： 銀座ユニーク７丁目貸会議室 ３階 N３０６ 

        東京都中央区銀座７丁目１３-１５ ３階 

        電話： ０３-６２６４-０００９（代表） 

 

３．定  員： ３０名 

（会場１０名、WEB２０名。定員になり次第締め切ります） 

   

４．内  容： 

    12:30 ～ 13:00 受 付 

    13:00 ～ 13:10 説明・オリエンテーション 

    13:10 ～ 13:40 講義①「軽費老人ホームの制度の歴史と変遷」 

    13:40 ～ 14:10 講義②「軽費老人ホームにおける現状の理解」 

講師： 全軽協副理事長 

（社会福祉法人寿考会 理事長） 里山 樹 氏 

 

    14:10 ～ 15:10 講義③「コンプライアンス・リスクマネージメント」 

講師：ましも法律事務所 弁護士 真下 美由起 氏 

 

15:10 ～ 15:25 休 憩 

 

    15:25 ～ 15:55 講義④「入居者支援や地域支援の在り方」 

    15:55 ～ 16:25 講義⑤「先駆的実践事例の紹介」 

講師：全軽協企画研修委員長 

（ケアハウスあさがお統括施設長） 保岡 伸聡 氏 

 

    16:25 ～ 17:30 講義⑥「地域共生社会時代の軽費・ケアハウスへの展望」 

講師：全軽協理事長 

（社会福祉法人サンシャイン会 理事長） 川西 基雄 氏 

 

    17:30 ～ 17:45 講評・閉会挨拶 

    19:00 ～    情報交換会（希望者のみ） 



 
    ※コロナウイルス感染症の状況により、講師が変更となる場合があります。予めご了承

ください。   

 

５．参加対象者： 全国軽費老人ホーム協議会社員施設の生活相談員、介護職員、施設長等 

 

６．研修参加費： 研修会のみ参加の場合 １人 １５,０００円 

         情報交換会参加の場合 １人 ２０,０００円 

   

７．お支払い方法： 下記の振込先に、令和６年３月１４日（木）までにお振込ください。

なお、誠に恐れ入りますが、振込手数料は社員様にてご負担くださいます

よう、お願いいたします。なお、請求書の発行はいたしませんので、申込

次第参加費の振込をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※振込みの際は、必ず法人名を入力せず、施設名のみを入力してください。 

         （例）× ｼｬｶｲﾌｸｼﾎｳｼﾞﾝｼﾝｾｲｶｲｹｱﾊｳｽｵﾘｰﾌﾞ → 〇 ｵﾘｰﾌﾞ 

 

８．締め切り ： 申し込みの締め切りは、令和６年３月１２日（火）とさせていただきます。また、定員

になり次第、受け付けは終了させていただきますので、お早めにお申し込みください。 

※定員超過で受講して頂けない場合のみ、事務局よりご連絡いたします。なお、参加

費振込済みの場合は、振込手数料を含めてご返金致します。 

 

   ９．参加方法 ： ｚｏｏｍにて参加される方には、申込書に記載いただいたメールアドレス宛へ、開催日

の前日に、会場となるミーティングルームのＵＲＬ及びミーティングＩＤとパスコードを、

冊子資料のダウンロードＵＲＬと一緒に送信する予定としておりますので、事前に冊子

資料を印刷いただき、ミーティングルームにご入室ください。 

              会場にて参加される方には、現地で冊子資料をお渡し致します。   

  

振込先：京葉
ケイヨウ

銀行（0522） 北習志野
キ タ ナ ラ シ ノ

支店（131） 

       普通預金 口座番号：９２１１４８１ 

預金名義：一般
イッパン

社団
シャダン

法人
ホウジン

 全国
ゼンコク

軽費
ケ イ ヒ

老人
ロウジン

ホーム協議会
キョウギカイ

 

代 表
ダイヒョウ

理事
リ ジ

 川西
カワニシ

基雄
モ ト オ

 



 
１０．会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昭和通りの歩道橋の上りエスカレーターの乗り口（花椿通り）に面しています。 

・向かいは銀座三井ビルで、一階にはヤマト運輸の店舗が入っているビルになります。 

 

・新橋駅 徒歩７分（JR 線［銀座口］・都営浅草線［A１出口］・東京メトロ銀座駅［１番出口］） 

・銀座駅 徒歩５分（銀座線・丸の内線・日比谷線［A３出口］） 

・東銀座駅 徒歩５分（都営浅草線・日比谷線［A１出口］） 

・築地市場駅 徒歩６分（都営大江戸線［A３出口］） 

 

【お問い合わせ、申し込み先】 

全国軽費老人ホーム協議会 企画研修委員会事務局 

〒799-0421 愛媛県四国中央市三島金子２丁目５番２３号 ケアハウスオリーブ 

電話： 0896-28-8041 FAX： 0896-28-8046 （担当：クボタ） 

 



 
第１１回 

全国軽費老人ホーム協議会 

生活支援基礎研修 

申 込 書 

※全ての項目に、漏れなくご記入お願いします。 

ブロック名  都道府県名  

施 設 名  

住 所 

〒 

 

                              TEL： 

《連絡担当者名：               》  FAX：                   

代表メールアドレス  

ふ り が な  

役職又は職種 

 

① 参加者氏名  

参加場所 現地 ・ WEB 

メールアドレス※  情報交換会 参加 ・ 不参加 

ふ り が な  

役職又は職種 

 

② 参加者氏名  

参加場所 現地 ・ WEB 

メールアドレス※  情報交換会 参加 ・ 不参加 

ふ り が な  

役職又は職種 

 

③ 参加者氏名  

参加場所 現地 ・ WEB 

メールアドレス※  情報交換会 参加 ・ 不参加 

 ※代表メールアドレス以外にｚｏｏｍの招待メールを受信されたい場合は、記入をお願いします。 

 

備考欄 《その他ご質問等ございましたらお書きください》 

 

FAX：0896－28－8046 

全国軽費老人ホーム協議会 企画研修委員会事務局 窪田（クボタ）宛 

お申し込み締め切り日：令和６年３月１２日必着 


